



Bacteriological Studies on the Uncleanliness of Underwears. (I)
Dai Ishizaki
(1)緒言我々の被服は斉用中に外装内装共に汚染されるが.殊に内装被服は
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てある以外詳細についで報肯したものを現在のところ見出せない。そこで筆者は内装被服中特
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節別により細菌汚染度が如何にあるかを研究し,もって保健衛生の立場から四季年令別による
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　、L記の表により同一傾向を示すものとして次の三黒占かあげられる。
　即ち（1）細菌汚染度を部位別にみると首、胸、が多く背はそれに比し遙かに少い、（2）入
浴乙）有無は細菌汚染に非常に關係があり、毎日入浴の結果は増加してもその摩が極めて低く、
五日目の檜加率は大撃生に於て入浴しなかつた時の6割程度であり、中學生で4割4分程度と
なつている。（3）着用日徴の増加につれ細菌激が増すこと。但し表中激字の下或は横に線を
引いた部分はその順序になつてない。次に性別に於ける汚染度をみると、第4表、第5表の通り
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　で、大學生も中學生も男子が汚染度高く、大
　　　　　　　第　4表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　撃生の方は入浴なしの方で男子が2倍乃至3・5
　性別に於ける細菌汚染度の比較（大学生）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　倍多く、毎1ヨ入浴した方で1・3倍乃至2・5倍
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（　）　の中の数字は女子
多くなつている。中・學生の方は入マ谷しない方
で男子が2・5倍乃至3・7倍多く毎日入浴した
方で1・2倍乃至1・7倍多い、何れも入浴する
と性1弼に於ける汚染度の差が少くなつている
但し之は初夏に於ける性別の細菌汚染の比較
である尚第3・表、第4表の激字は男女夫々の
準均菌藪Oある。この汚染度の比較をグラフ
で示すと次の通りで面白い。（第1國第2圃）
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第一図説明
ξ　萎
＿∫●一●一●（入浴無）
＋乏⑪＿㊥＿．．◎（毎日入浴）
　∫ローロー□（入浴『無）
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この図の菌数は第二表の部位別、着用日数別
の平均菌数である◎
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第二図．牲別に於嚇細菌汚深度σ）比較
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　　第二図説明
子｛　　●一●一●（入浴無）
　　●＿＿●……o（毎日入浴）
子仰一ロー眠入浴無）
　1ロ……口・…一□（毎日入浴）
五
　（c）年令別にょる珈較は第3圖に示
す如く、中學生より大學生が遙かに多
く、入浴しない方でβ・3倍乃至4倍多
く、毎日入浴した方で1・3倍乃至1・6倍
多くなつている。一寸考えると中學生
が汚染度大の様に、思はれるが、事實は
逆であつた事は面白く、その起因は次・
の研究にまわす事にする。
　（d）季節別に於ける比較は第4圃の
通りである6之は初春の被槍者は成人
女子で，初夏のは女子大學生で、同一
被槍者でないため信頼性は大でなV・が
一感やつてみた。之によると初夏の入
浴しない方は初春より2・4倍乃至4倍
多く、　毎日入浴した方てミL2倍乃至
1・7倍多い。　　　　　　　　レ
この図の菌数は第三表の部位別、着用日数別の平
均菌数である。
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大学生、中学生とも，男女の平均菌数か用いた。
一　第四図季節別に万全け5細菌汚深慶の比軟
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　　第四図説明
夏｛　　●一●一●（入浴無）
　　●……●……●（毎日入浴）
春｛　　ローロー［コ（入浴無）
　　　　　　　　　　　　㌧　　　　し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り
　　ロ……ロ……［コ（毎日入浴）
初春は成人女子の初夏は女子大学
生の平均菌数か用いた。
　（4）’総　　　　括　　例激が少いのは遺憾であるが、以上の實験結果を総括すると、肌着
の細嵩汚染度ま，着用日数D増加てつれて汚染度も増し、性別では女子より男子が大であり、
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季節的には夏季が多く、年令的には中學生より大學生が汚染度が大という結果を示し、ここで
は夏季に於ける男子大學性が最も細菌汚染度か大となつた。しかし毎臼入浴すると何れの暢合
も汚染度低く．性別、年令別、季節別に於ける差が僅少である事が判つた。
　此實験を始めうにあたり題目の選定、實験につき色々御親切な御指導を頂V・た凶洋舎化撃研
究所長の近藤先生、細菌培養の御指導を仰V・だ日本女子大學の用上先生、及國立大村病院病理
室の堤先生、並に綜合的な御指導を仰いだ當學部川津博士の諸氏に封し心から感謝し、、併せて
被瞼者として協力下さつた嘗學部の學生、附囑中學の生徒に感謝する。
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